















“ Nocturne Indien” as Anti－Cinema:
The Relationship between the Symbolic World  




sign, text, metafiction, location, Anti－Cinema
Abstract
 This paper analyzes the complex structure of “Nocturne Indien,” a French film 
directed by Alain Corneau.  The film has three distinctive features. The first is the 
exceptionally fluid nature of the protagonist’s name and role.  Next, the imagery 
developed on-screen is linked in an unusual way with the actual filming location. Finally, 
in the climactic scene, as the protagonist looks back upon the journey just taken, the 
film takes the form of a play within a play, or a film within a film, written and performed 
by the protagonist himself.
 This work has the power to transform attitudes normally held when we watch 
cinema.  A film can never be more than an artificially created symbolic world, imparting 
an illusion of reality.  In this paper I conclude that by daring to expose the artificiality 
of the naturalized world of the film, “Nocturne Indien” assumes the quality of anti-




　本論考が分析の俎上に載せるのは、 1989 年に公開されたアラン・コルノー（ Alain Corneau ）
監督による映画、『インド夜想曲』 Nocturne Indien である。フランスの俳優ジャン＝ユーグ・ア
ングラード（ Jean－Hugues Anglade ）演じる主人公が、失踪した友人を探してインド各地を旅す
るロードムービーであるが、 そのもとになったのは 1984 年に執筆された同名の小説であり、 こ





























































































































だろう。ジェラルド・プリンス（ Gerald Prince ）の『物語論辞典』によると、それは「ある存在
が、 所与の物語世界（ diegesis ）から別の物語世界へ侵入すること。二つの明らかに異なる物語

























上とくに重要性をもつそれは、アーデルベルト・フォン・シャミッソー（ Adelbert von Chamisso ）




Schlemihl ）という名がシャミッソーの小説『影をなくした男』の主人公のものだからである 4 ）。







































































































































かりになる。主人公がさがしていた「グザヴィエ Xavier 」とは、 イエズス会の宣教師であった
「ザビエル」と同じ綴りである（すなわち「ロシニョル＝ルーシノル＝ナイチンゲール」の場合と
同様に、同じ記号から派生する別のシニフィアンなのである）。そう考えると主人公はザビエルの
ネガ、 いわばザビエルの “亡霊” として永遠の眠りにつくことのできない不眠 6 ）の状態にあり、
170
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導きとなっているそれが登場する―ロンリープラネット社が刊行した India: A Travel Survival Kit
という実在のガイドブックである（映画版に登場するものは、 その書影からして 1987 年に刊行
















とによって、フィクションと現実のあいだの微妙な遊びが生じる」と指摘している（ ibid., 114 ）。
　このように『インド夜想曲』では二種類のガイドブック―すなわち、作中に登場する実在のガ



























暗示する」（花本 2004, 124 ）。
 2 ） 本論考では、 映画版『インド夜想曲』（エプコット , 2003 ）に付せられた字幕にしたがって、












の」（宇波 1996, 54－55 ）と説明される。
 6 ） タブッキ原作の小説版の冒頭には「これは、 不眠の本であるだけでなく、 旅の本である」（タ








「いずれも 16 世紀の大航海時代にポルトガルの支配下にあったという歴史的事実」（牧野 
2009, 28 ）に言及している。
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